
ササーーキキュュララーーエエココノノミミーーにによよるるももののづづくくりりのの変変化化

東東京京大大学学 大大学学院院工工学学系系研研究究科科

人人工工物物工工学学研研究究セセンンタターー

教教授授 梅梅田田 靖靖



自自己己紹紹介介

l 梅梅田田 靖靖

– 東東京京大大学学大大学学院院工工学学系系研研究究科科 人人工工物物工工学学研研究究セセンンタターー
価価値値創創成成部部門門 教教授授

– 経経団団連連2211世世紀紀政政策策研研究究所所 CCEE研研究究会会主主幹幹、、ググリリーーンン購購入入ネネッットトワワーー
クク会会長長、、エエココママーークク運運営営委委員員長長、、精精密密工工学学会会ラライイフフササイイククルルエエンンジジニニアア
リリンンググ専専門門委委員員会会委委員員長長

– 役役所所関関係係でではは、、経経産産省省成成長長志志向向型型のの資資源源自自律律経経済済デデザザイインン研研究究会会委委
員員、、家家電電リリササイイククルル法法、、ググリリーーンン購購入入法法、、環環境境配配慮慮契契約約法法、、ププララススチチッッ
クク資資源源循循環環促促進進法法のの設設計計指指針針ななどどにに関関与与

– IISSOO TTCC332233  ((ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーー))  CCAAGG  ((CChhaaiirr’’ss  AAddvviissoorryy  
GGrroouupp))メメンンババーー

– 著著書書：：「「ササーーキキュュララーーエエココノノミミーー 〜〜循循環環経経済済ががビビジジネネススをを変変ええるる」」,,  勁勁
草草書書房房,,  22002211..

l 専専門門分分野野

– エエココデデザザイインン、、ラライイフフササイイククルル工工学学、、製製品品ラライイフフササイイククルル設設計計、、次次世世代代
生生産産シシスステテムム、、設設計計学学、、メメンンテテナナンンスス工工学学
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アアジジェェンンダダ

l ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーー

l VViissiioonn--MMeessoo--SSeeeeddssモモデデルル

l メメゾゾレレベベルルををデデザザイインンすするるたためめのの考考ええ方方

– ラライイフフササイイククルル産産業業化化

– ラライイフフササイイククルル設設計計

– 製製品品・・ササーービビススシシスステテムム

– 循循環環ププロロババイイダダーー

– デデジジタタルルのの活活用用

l ままととめめ
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時時代代認認識識：：ササスステテナナビビリリテティィをを企企業業活活動動のの

「「中中心心にに」」取取りり込込ままなないいとと企企業業ははややっってて行行けけななくくななるる

l カカーーボボンン・・ニニュューートトララルル、、ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーーがが企企業業活活動動のの前前提提
条条件件

l ここれれままででととのの33つつのの違違いい 例例ええばばEESSGG金金融融
– 企企業業活活動動のの真真んん中中

»従従来来：：CCSSRR  ((企企業業のの社社会会的的責責任任))
l 製製品品をを作作るる＋＋植植林林、、農農業業体体験験 （（環環境境部部門門のの仕仕事事））

»企企業業活活動動のの隅隅々々ににササスステテナナビビリリテティィがが浸浸透透ししてていいるる（（ここれれがが
経経営営陣陣のの仕仕事事）） 例例ええばばTTCCFFDD

– AAbbssoolluuttee  SSuussttaaiinnaabbiilliittyy ((絶絶対対量量ででははかかるる持持続続可可能能性性))
»従従来来：：ゴゴミミをを減減ららそそうう、、ででききるるだだけけリリササイイククルル
» AAbbssoolluuttee  ((絶絶対対的的))

l カカーーボボンン・・ニニュューートトララルル

l ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーー：：資資源源のの110000%%循循環環、、資資源源のの新新
規規採採掘掘ををゼゼロロににとといいうう人人ももいいるるがが、、、、、、ココンンセセンンササススななしし

– 戦戦略略モモデデルルかかららビビジジョョンンモモデデルルへへ((パパーーパパスス経経営営??))
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Circular Economy (CE)ののイイメメーージジ
[[環環境境白白書書,,  22001166]]
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EEUUののCCEEのの基基本本
l ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーー

– 脱脱大大量量生生産産・・大大量量販販売売ビビジジネネスス社社会会
» 従従来来のの資資本本主主義義経経済済のの下下でで何何ととかか循循環環をを成成立立ささせせよようう（（循循環環型型社社会会））とと
いいううののででははななくく

» 環環境境問問題題のの枠枠内内にに留留ままららずず、、経経済済のの仕仕組組みみ自自体体をを変変ええるる
» 市市場場競競争争のの座座標標軸軸をを変変ええるる
» ももののづづくくりり//価価値値提提供供ののややりりかかたたをを変変ええるる

l 例例ええばば、、シシェェアアリリンンググ・・・・・・（（ししかかしし、、シシェェアアリリンンググeettcc..ははSSuussttaaiinnaabbiilliittyy
かからら出出ててききたたももののででははなないい。。相相乗乗効効果果））

l 長長寿寿命命化化//長長期期使使用用、、メメンンテテナナンンスス、、アアッッププググレレーードド、、リリママニニュュフファァクク
チチャャリリンンググ

– ププララススチチッッククにに代代表表さされれるるリリササイイククルルをを社社会会的的にに定定着着ささせせるる流流れれ

l 雇雇用用のの確確保保

l EEUUのの競競争争力力のの強強化化
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つつままりり、、

循循環環がが当当たたりり前前にに成成りり立立つつ経経済済、、社社会会をを
作作るる



CCEEののドドラライイビビンンググフフォォーースス
l 価価値値観観のの変変化化

l EESSGG金金融融
– 企企業業ががつつねねにに襟襟をを正正ししてていいななけけれればばいいけけなないい、、そそれれをを
評評価価さされれるる

l 主主導導権権ををメメーーカカーーかかららユユーーザザ、、地地域域産産業業にに移移行行ささせせるる

– メメーーカカーーがが主主役役ででははななくく、、メメガガリリササイイククララーーがが多多様様なな循循
環環をを駆駆動動

– ググロローーババルルかからら地地域域、、ロローーカカルルへへ
– ユユーーザザにによよるる修修理理権権：：市市民民のの力力をを強強めめるる
– ササーービビスス化化、、ササブブススククななどど、、ユユーーザザ中中心心ののラライイフフススタタイイ
ルルががああっってて、、そそれれをを種種々々ののササーービビススププロロババイイダダーーがが支支
援援すするる

l デデジジタタルル技技術術
– 我我がが国国ははここちちららもも遅遅れれてていいるる

＋＋

l 人人為為的的資資源源枯枯渇渇にに対対すするる危危機機感感
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カカーーボボンンニニュューートトララルルににととっっててののCCEE
l カカーーボボンンニニュューートトララルルのの基基本本はは再再生生可可能能エエネネルルギギーーへへのの転転換換

– ししかかしし、、再再生生可可能能エエネネルルギギーー供供給給はは不不充充分分

l エエネネルルギギーー使使用用量量をを絞絞ららななけけれればばいいけけなないい

– 生生産産、、逆逆生生産産工工程程ににおおけけるるエエネネルルギギーー使使用用量量のの大大幅幅削削減減

» 例例：：素素材材製製造造のの大大幅幅削削減減

– 使使用用段段階階ででののママネネジジメメンントトにによよるる効効率率化化
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EEUUににおおけけるるCCEEのの実実装装：：
例例ええばば、、エエココデデザザイインン指指令令ににおおけけるるササーーババーーへへのの要要求求項項目目

l 信信頼頼性性ととエエネネルルギギーー消消費費量量ににつついいててのの情情報報提提供供

l 安安全全ににデデーータタをを消消去去すするる機機能能をを備備ええるるこことと

l リリユユーースス業業者者にに最最新新ののフファァーームムウウェェアアをを提提供供すするるこことと

l 重重要要部部品品ににつついいてて分分解解容容易易なな設設計計ををすするるこことと

 

  
   

    
    

 
   

       

[[MMaatthhiieeuuxx,,  22001199]]
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怖怖いい設設計計要要求求ででああるるしし、、逆逆にに、、そそのの裏裏ににははラライイ

フフササイイククルルののシシナナリリオオががああるる



例例ええばば、、電電池池規規則則案案 [[日日経経BBPP,,  22002211]]

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC274QO0X20C21A9000000/
https://www.keidanren.or.jp/journal/times/2022/0310_16.html

l リリササイイククルル材材料料のの含含有有義義務務
– 22kkWWhh以以上上のの製製品品がが対対象象。。 リリササイイククルル材材料料由由来来CCoo、、NNii  、、LLiiななどどのの量量がが最最
低低割割合合をを満満たたししてていいるるここととをを示示すす技技術術文文書書をを作作成成 、、電電池池にに添添付付

» 22002277年年 ：：リリササイイククルル材材のの含含有有率率をを表表示示
» 22003300年年かからら使使用用率率のの最最低低値値をを導導入入

l 22003300年年::  CCoo==  1122%%  、、 LLii==  44%%  、、 NNii==  44%%
l 22003355年年::  CCoo==  2200%%、、 LLii==  1100%%  、、 NNii==  1122%%

l カカーーボボンンフフッットトププリリンントトのの記記載載
– ラライイフフササイイククルルのの段段階階ごごととににCCOO22排排出出量量をを表表示示、、 技技術術文文書書でで証証明明
– 22002244年年かからら申申告告、、22002266年年ににCCOO22排排出出量量のの大大小小をを識識別別ししややすすくくすするる性性能能
分分類類開開始始、、 22002277年年かかららラライイフフササイイククルル全全体体ででののカカーーボボンンフフッットトブブリリンントトのの上上
限限値値のの導導入入

l リリササイイククルル率率

– リリチチウウムムペペーーススのの電電池池がが対対象象でで 、、 比比率率ははリリササイイククルル材材質質量量／／電電池池質質量量でで
計計算算

– 22002255年年：： 6655％％以以上上
– 22003300年年：： 7700％％以以上上
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エエココデデザザイインン規規則則案案((11))  
l 22002222年年33月月にに「「持持続続可可能能なな製製品品（（SSuussttaaiinnaabbllee  PPrroodduucctt））ののエエココデデザザイインン規規則則」」ととししてて発発表表

l エエココデデザザイインン指指令令かかららエエココデデザザイインン規規則則にに「「格格上上げげ」」

l 適適用用範範囲囲

– 部部品品やや中中間間製製品品をを含含むむすすべべててのの物物理理的的なな商商品品（（食食品品、、医医療療機機器器ななどどはは適適用用範範囲囲外外））

» 従従来来ののエエココデデザザイインン指指令令::  電電気気電電子子製製品品対対象象

– エエココデデザザイインン：：環環境境ササスステテナナビビリリテティィのの配配慮慮をを製製品品のの性性質質おおよよびびそそののババリリュューーチチェェーーンン上上
ののププロロセセススにに組組みみ込込むむこことと（（ラライイフフササイイククルル設設計計ととママネネジジメメンントトをを明明確確にに求求めめてていいるる））

l 主主ななポポイインントト

– 従従来来ののエエネネルルギギーー効効率率、、エエネネルルギギーーララベベリリンンググ等等はは引引きき続続きき維維持持

– エエココデデザザイインンのの要要求求事事項項をを定定めめるる

– 製製品品ラライイフフササイイククルル全全体体をを通通じじたた製製造造者者にに対対すするる循循環環型型製製品品のの提提供供責責任任（（修修理理、、ササーービビ
スス・・交交換換部部品品のの提提供供義義務務、、リリササイイククルル））

– デデジジタタルル製製品品パパススポポーートト

» ババリリュューーチチェェーーンンをを通通じじたた情情報報提提供供，，EEvviiddeennccee  BBaasseedd、、トトレレーーササビビリリテティィ確確保保

» 有有害害化化学学物物質質，，カカーーボボンンフフッットトププリリンントト

» cc..ff..  IISSOO  TTCC332233  製製品品循循環環性性デデーータタシシーートト

» cc..ff..  イインンダダスストトリリーー44..00、、GGAAIIAA--XX
– ググリリーーンン調調達達へへのの適適用用

– 売売れれ残残りり商商品品をを破破壊壊すするるここととをを禁禁止止

[[多多摩摩大大 市市川川,,  22002222]] 12



エエココデデザザイインン規規則則案案((22))  〜〜エエココデデザザイインン要要求求事事項項
l 具具体体的的なな要要求求事事項項はは製製品品カカテテゴゴリリーー毎毎にに委委任任法法令令でで定定めめるる

l 視視点点

– 耐耐久久性性とと信信頼頼性性
– 再再利利用用性性
– アアッッププググレレーードド性性、、修修理理性性、、保保守守性性、、改改修修性性
– リリササイイククルルのの容容易易性性とと品品質質
– 再再使使用用、、アアッッププググレレーードド、、修修理理、、保保守守、、改改修修、、再再製製造造、、リリササイイククルルににママイイナナススのの影影響響
をを与与ええるる技技術術的的工工夫夫のの回回避避

– 化化学学物物質質のの使使用用
– エエネネルルギギーー、、水水、、そそのの他他のの資資源源のの消消費費
– リリササイイククルル材材のの使使用用率率
– 梱梱包包
– 再再使使用用部部品品のの使使用用率率
– 使使用用時時のの消消耗耗品品
– 製製品品環環境境フフッットトププリリンントト
– 製製品品カカーーボボンンフフッットトププリリンントト
– ママイイククロロププララススチチッッククのの放放出出
– ラライイフフササイイククルルににおおけけるる大大気気、、水水域域、、土土壌壌へへのの排排出出
– 廃廃棄棄物物のの生生成成量量
– 使使用用条条件件

[[多多摩摩大大 市市川川,,  22002222]] 13



IISSOO  TTCC332233  ((ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーー))
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[[hhttttppss::////wwwwww..jjeemmaaii..oorr..jjpp//ssttaannddaarrdd//ttcc332233..hhttmmll]]

JJWWGG1144  ((wwiitthh  TTCC220077))::  SSeeccoonnddaarryy  MMaatteerriiaallss



欧欧州州企企業業はは何何ををししてていいるるかか::  SSiieemmeennss

hhttttppss::////wwwwww..yyoouuttuubbee..ccoomm//wwaattcchh??vv==yyGGNN22dd--xxnnmmWWYY

[[経経団団連連CCEE研研究究会会]]

CCEEにに55つつののビビジジネネススモモデデルルをを設設定定：：
①①ササーーキキュュララーーイインンププッットトモモデデルル（（リリユユーースス、、リリママンン）） ②②廃廃棄棄物物のの再再利利用用・・再再生生品品
③③寿寿命命延延長長 ④④PPaaaaSS（（リリーースス）） ⑤⑤ププララッットトフフォォーームム戦戦略略（（シシェェアアリリンンググビビジジネネスス））
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自自動動車車産産業業向向けけソソリリュューーシショョンン例例

ププララッットトフフォォーームム MMiinnddsspphheerree
[[経経団団連連CCEE研研究究会会]]

ククララウウドドベベーーススののIIooTTププララッットトフフォォーームム MMiinnddsspphheerreeをを、、世世界界ののどどここかかららででもも

低低ココスストトでで情情報報をを共共有有ささせせるる仕仕組組みみをを構構築築済済。。CCEEででもも有有効効活活用用ししてていいるる。。

自自動動車車メメーーカカーー向向けけののデデジジ
タタルルササーービビスス –– ビビッッググデデーー
タタかかららススママーートトデデーータタとと的的確確

なな意意思思決決定定をを提提案案
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欧欧州州企企業業ががCCEEにに取取りり組組むむ理理由由
l CCEEにに関関わわるる指指令令・・規規制制等等がが欧欧州州かからら波波及及すするる兆兆候候ががああるる中中、、

世世界界ののどどのの地地域域ににおおいいててもも、、法法律律がが策策定定さされれるる前前かからら準準備備をを
整整ええてておおけけばば、、競競争争力力優優位位、、ミミニニママムムココスストトでで先先手手をを打打つつこことと
がが可可能能ととななるる

l 重重要要ななポポイインントト

– ププロロアアククテティィブブななアアククシショョンン

– スステテーーククホホルルダダーーととののココミミュュニニケケーーシショョンン

– 実実施施ししてていいるるここととををPPRR

l 椅椅子子取取りりゲゲーームム vv..ss..  茹茹ででガガエエルル
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日日本本型型「「33RR・・循循環環型型社社会会」」かからら次次ののスステテッッププへへ

l 大大量量生生産産＋＋大大量量リリササイイククルルにに帰帰着着ししてて行行っったた
– 埋埋立立処処分分場場対対策策
– 拡拡大大生生産産者者責責任任
– 基基本本はは廃廃棄棄物物行行政政
– ココスストトのの公公平平なな負負担担のの議議論論

l 循循環環型型社社会会ととCCEEのの違違いい
– 廃廃棄棄物物処処理理 vv..ss..  資資源源枯枯渇渇対対策策
– 33RRはは手手段段 vv..ss..  CCEEはは社社会会シシスステテムム
– 廃廃棄棄物物のの「「社社会会的的責責任任」」 vv..ss..  「「経経済済」」

» ももししかかししたたらら、、経経済済的的にに成成立立すするる循循環環ししかかややららなないいののかかももしし
れれなないい

– 製製造造側側、、ビビジジネネススのの仕仕組組みみもも変変ええるる
– 価価値値提提供供手手段段のの脱脱大大量量販販売売

» PPSSSS、、シシェェアアリリンンググ

家家電電リリササイイククルル法法ででそそここそそここででききちちゃゃっったた症症候候群群
（（おお片片付付けけのの論論理理））
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““CCiirrccuullaarr””  「「循循環環」」とといいうう言言葉葉にに
引引ききずずらられれ過過ぎぎててははいいけけなないい

l CCEEににおおいいててリリササイイククルルもも大大切切だだがが、、議議論論のの焦焦点点はは脱脱大大量量生生
産産・・大大量量販販売売ビビジジネネスス社社会会にに移移っってていいるるよよううににもも見見ええるる

19



私私がが思思ううCCEE
l 「「豊豊かかささ」」//経経済済//企企業業競競争争力力をを追追求求すするる人人間間活活動動ををププララネネタタリリーー・・ババ
ウウンンダダリリーーにに代代表表さされれるる地地球球のの有有限限性性のの範範囲囲内内にに収収めめるるこことと（（私私がが
思思ううSSuussttaaiinnaabbiilliittyy））
– そそののたためめににああららゆゆるる手手段段をを取取るる。。デデカカッッププリリンンググ
– 資資源源面面：：CCEE
– 温温暖暖化化：：カカーーボボンン・・ニニュューートトララルル
– 自自然然資資本本：：ネネーーチチャャーー・・ポポジジテティィブブ

l そそれれぞぞれれのの手手段段はは、、ここのの目目標標にに近近づづくくかか否否かかでで判判断断すすべべきき

– そそのの11つつのの表表れれがが、、「「有有効効なな」」リリササイイククルル
»そそののたためめ、、リリササイイククルルををややれればばCCEE、、ででははなないい

– ここののデデカカッッププリリンンググにに貢貢献献すするるビビジジネネススはは何何ででももCCEEビビジジネネススででああ
るるがが、、恐恐ららくく、、脱脱大大量量生生産産・・大大量量販販売売ビビジジネネススががブブルルーーオオーーシシャャ
ンン

l ここのの「「大大ききなな流流れれ」」ははCCEEとといいうう言言葉葉がが廃廃れれててもも変変わわららなないい
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デデカカッッププリリンンググ

     
      
     

     
   

      
     

     
      

       
     

     

     
      

     
      

     

      
        

      
       

      
       

       
     

      
       

      
        

Figure 2. Two aspects of ‘decoupling’
Human well-being

Economic activity (GDP)

Resource use

Environmental impact

Resource decoupling

Impact decoupling

Time

図2. 「デカップリング」の2つの側面
人間の幸福

経済活動（GDP）

資源デカップリング

資源利用量

影響デカップリング

 環境影響
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アアジジェェンンダダ

l ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーー

l VViissiioonn--MMeessoo--SSeeeeddssモモデデルル

l メメゾゾレレベベルルををデデザザイインンすするるたためめのの考考ええ方方

– ラライイフフササイイククルル産産業業化化

– ラライイフフササイイククルル設設計計

– 製製品品・・ササーービビススシシスステテムム

– 循循環環ププロロババイイダダーー

– デデジジタタルルのの活活用用

l ままととめめ
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VVMMSS  ((VViissoonn--MMeessoo--SSeeeeddss))  モモデデルル
l 持持続続可可能能社社会会像像かかららいいききななりり要要素素技技術術にに展展開開すするるののはは無無理理

ソソーーシシャャルル・・ニニーーズズ
e.g.脱脱温温暖暖化化：：2050年年CN

Seeds

Vision

ババイイオオエエネネルルギギーー 燃燃料料電電池池技技術術リリササイイククルル技技術術
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VVMMSS  ((VViissoonn--MMeessoo--SSeeeeddss))  モモデデルル
l MMeessoo領領域域がが鍵鍵

ビビジジョョンン
ee..gg..ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーーのの実実現現

Seeds

Meso

Vision

産産業業
農農業業

Institution

Economy

Educa.on
生生活活

24

ププララ製製造造技技術術 ババイイオオププララ技技術術ププララリリササイイククルル技技術術
リリササイイククルル技技術術開開発発

ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーー社社会会

・・ここれれががどどののよよううなな姿姿かか？？

・・現現状状かかららCCEEにに行行くくににははどど
ううすすれればば良良いいかか？？



VVMMSS  ((VViissoonn--MMeessoo--SSeeeeddss))  モモデデルル
l MMeessoo領領域域がが鍵鍵

ビビジジョョンン
ee..gg..ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーーのの実実現現

Seeds

Meso

Vision

産産業業
農農業業

Institution

Economy

Educa.on
生生活活
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ププララ製製造造技技術術 ババイイオオププララ技技術術ププララリリササイイククルル技技術術

ラライイフフササイイククルル産産業業化化

・・ラライイフフササイイククルル設設計計
・・ビビジジネネススモモデデルル
・・循循環環ププロロババイイダダーー

・・デデジジタタルル



アアジジェェンンダダ

l ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーー

l VViissiioonn--MMeessoo--SSeeeeddssモモデデルル

l メメゾゾレレベベルルををデデザザイインンすするるたためめのの考考ええ方方

– ラライイフフササイイククルル産産業業化化

– ラライイフフササイイククルル設設計計

– 製製品品・・ササーービビススシシスステテムム

– 循循環環ププロロババイイダダーー

– デデジジタタルルのの活活用用

l ままととめめ
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ラライイフフササイイククルル産産業業

l 企企業業形形態態：：製製造造業業かかららラライイフフササイイククルル産産業業へへ

l 製製品品：：「「もものの」」かからら「「価価値値」」のの提提供供へへ

– PPSSSS、、シシェェアアリリンンググななどどののビビジジネネススモモデデルルのの転転換換をを自自由由ににデデザザイインンしし、、
実実装装

– 顧顧客客中中心心

l 価価格格：：ラライイフフササイイククルルココスストトをを基基本本ととししたた、、ササーービビススココスストト

l デディィジジタタルル革革命命にによよるる超超ラライイフフササイイククルルママネネジジメメンントト((全全ててのの製製品品のの状状態態がが
リリアアルルタタイイムムにに把把握握ででききるる、、そそれれををビビジジネネスス価価値値化化))

l 製製品品ののラライイフフササイイククルル：：おおののずずかからら閉閉ルルーーププ化化

– ババーージジンン品品・・材材、、リリササイイククルル品品・・材材のの違違いいははなないい（（むむししろろ、、リリササイイククルル品品・・
材材メメイインン））

l ラライイフフササイイククルル設設計計
– 循循環環前前提提

– 価価値値提提供供前前提提
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アアジジェェンンダダ

l ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーー

l VViissiioonn--MMeessoo--SSeeeeddssモモデデルル

l メメゾゾレレベベルルををデデザザイインンすするるたためめのの考考ええ方方

– ラライイフフササイイククルル産産業業化化

– ラライイフフササイイククルル設設計計

– 製製品品・・ササーービビススシシスステテムム

– 循循環環ププロロババイイダダーー

– デデジジタタルルのの活活用用

l ままととめめ
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従従来来型型リリササイイククルルのの課課題題((QQCCDD問問題題))

l 大大量量生生産産とと大大量量リリササイイククルルのの単単純純なな組組みみ合合わわせせでで、、安安定定
ししたた循循環環がが構構築築困困難難（（現現状状のの大大部部分分ははカカススケケーードド・・リリササ
イイククルル））

– QQuuaalliittyy::品品質質・・価価値値のの低低下下

– CCoosstt::リリササイイククルル材材のの価価格格

– DDeelliivveerryy::供供給給量量のの不不安安定定性性（（ゴゴミミだだかからら））

供供給給元元とと使使用用先先ののアアンンババラランンスス
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実実践践さされれてていいるる要要素素設設計計技技術術のの例例

手手解解体体のの容容易易化化（（ねねじじ本本数数をを表表示示））

包包装装容容積積のの減減容容化化

減減量量化化・・減減容容化化

消消費費電電力力のの削削減減

モモジジュューールル化化
高高効効率率化化

再再生生材材のの使使用用

手手解解体体のの容容易易化化

素素材材のの統統一一

有有害害物物質質のの適適正正管管理理

手手解解体体のの容容易易化化（（ねねじじ位位置置とと種種類類をを表表示示））

部部品品点点数数のの削削減減

参参考考文文献献：：（（財財））家家電電製製品品協協会会 製製品品アアセセススメメンントト事事例例集集
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ラライイフフササイイククルル設設計計ががなないいとと・・・・・・

l 製製品品設設計計段段階階ででリリササイイククルル性性
設設計計をを頑頑張張るる

l 高高いいリリササイイククルル「「可可能能率率」」

l ししかかしし、、リリササイイククルル時時ににシシュュレレッッ
ダダーーへへ

l リリササイイククルル「「実実効効率率」」はは大大分分違違うう

手手解解体体のの容容易易化化
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ラライイフフササイイククルル設設計計ととはは？？

l 従従来来のの設設計計：：製製品品をを作作るる

– ココスストトパパフフォォーーママンンススのの良良いいモモノノををいいかかにに効効率率よよくく作作るるかか？？

l 従従来来ののエエココデデザザイインン

– 分分解解性性、、リリササイイククルル性性ななどどをを向向上上ささせせるるたためめのの製製品品設設計計のの小小改改良良

l リリササイイククルル・・廃廃棄棄物物処処理理：：「「ゴゴミミ」」ををいいかかにに処処理理すするるかか？？

l ラライイフフササイイククルル設設計計：：製製品品ののラライイフフササイイククルルをを作作るる

– 拡拡大大生生産産者者責責任任

– いいかかにに作作ららなないいでで済済まませせるるかか

» 利利益益のの確確保保（（ビビジジネネスス戦戦略略））

» 必必要要充充分分なな機機能能／／ササーービビスス

ラライイフフササイイククルル思思考考
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ラライイフフササイイククルル設設計計のの全全体体像像

外部環境
(社会、技術、ビジネス)

実世界

実実装装

- 顧客要求

- 法規制

- 企業戦略

- 市場トレンド

- 技術トレンド

- ...

外部要因
 (社会、技術、ビジネス)

ラライイフフササイイククルル・・ププラランンニニンンググ

製品コンセプト

ビジネスオプションLCオプション

製製品品設設計計
エコデザイン手法の適用
(DfR, DfDA, DfRM, DfRU, DfMod, …)
多世代製品設計
(製品アーキテクチャ、プラットフォーム、
製品ファミリー)

ラライイフフササイイククルルフフロローー設設計計
サプライチェーン、生産、バリューチェー
ン
メンテナンス、回収、リサイクルなどのLC
プロセスの計画

設計要求

設計要求

一
貫

性
管

理
、

L
C

評
価

量と質がバランスした
安定した循環の設計
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LLCC--CCAADD::  ラライイフフササイイククルル設設計計支支援援環環境境

Life Cycle Scenario Description Tool

Disposal Cause 
Analysis

Value/Physical 
Life Estimation

Marginal Reuse 
Rate Analysis Others...

Life Cycle Strategy 
Level

CAD Other DfXs...Design for 
Upgradability

Modular Design 
ToolProduct Design Level

Life Cycle Assessment

Life Cycle SimulationLife Cycle Evaluation 
Level

Business Strategy Design Support ToolBusiness Strategy Level
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Life Cycle Simulation

LCSはは他他でではは評評価価ででききなないい以以下下をを評評価価ででききるる
•閉閉ルルーーププ生生産産をを含含むむラライイフフササイイククルル
•製製品品/部部品品/材材料料のの劣劣化化
•多多世世代代・・多多品品種種製製品品ののラライイフフササイイククルル

material 
production

productio
n

sales and 
delivery usage

end of life 
treatment collection

+
環環境境負負荷荷(LCA)デデーータタ、、ビビジジネネススデデーータタ

対対象象ととすするる市市場場のの多多世世代代・・多多品品種種製製品品のの環環境境負負荷荷とと経経済済性性のの評評価価
通通じじてて、、循循環環ののババラランンスス、、安安定定性性をを設設計計すするる
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10          20           30           40

Number [unit]

time[month]

―――― 生生産産量量
―――― 回回収収量量

LLCCSSのの例例::  リリユユーースス可可能能性性、、劣劣化化、、経経済済性性

回収後のカメラユニットの性能

7.9988       7.9990     7.9992       7.9994      7.9996

Number 
[unit]

有効なピクセル数[million pixels]

150

100

50

0

1133ヶヶ月月使使用用後後ののカカメメララユユニニッットト
ははリリユユーーススででききなないい

リユース基準

循循環環率率をを高高めめるるたためめににはは
l カカメメララユユニニッットトのの初初期期性性能能をを高高めめるる
l ・・・・・・
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ラライイフフササイイククルル設設計計のの事事例例
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LLoooopp

•容容器器をを回回収収しし，，洗洗浄浄・・補補充充ししたた上上ででリリユユーーススすするるPPFF

38

テテララササイイククルルジジャャパパンン合合同同会会社社, “リリユユーースス容容器器をを利利用用ししたた商商品品提提供供ププララッットトフフォォーームム(Loop) 実実施施報報告告書書”, 
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/resource/recycle/single_use_plastics/pla_report.files/loop_houkokusyo.pdf
SUSTAINABLE BRANDS, “テテララササイイククルルのの容容器器再再利利用用事事業業Loopにに13社社がが参参画画、、来来年年秋秋かからら東東京京でで試試験験運運用用,” 
https://www.sustainablebrands.jp/news/jp/detail/1195100_1501.html
https://www.otsuka.co.jp/company/newsreleases/2022/20220630_1.html
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レレンンズズ付付ききフフィィルルムムののモモジジュューールル化化設設計計
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ペペッットトボボトトルル自自主主

設設計計ガガイイドドラライインン

[[PPEETTボボトトルルリリササ
イイククルル推推進進協協議議

会会]]

 

  

    

原則基準

2016年3月1日
PETボトルリサイクル推進協議会

　  

　　 　 　

構成物 原則基準
（☆：必須事項、※：望ましい事項） 備考

ボ
ト
ル

本
体

材料

☆ PET単体とする。 PET単体：
・ PET主材以外の物質を添加、複合
などをして用いていない。

・ 衛生安全性が確保され再利用上問
題がない。

着色 ☆ 着色はしない。 口栓部の結晶化による白色は除く。

構造 ※ 容易に押しつぶせる構造が望ましい。  

そ
の
他

ベースカ
ップ

☆ 使用しない。  

把手

☆ 把手は、無着色のPETもしくは比重1.0未
満のPE、PPを使用する。

※ 比重1.0未満のPE、PP製把手は無着色PET
製把手に変更することが望ましい。

 

印刷 ☆ ボトル本体への直接印刷は行わない。 賞味期限・製造所固有記号・ロット印
字等の微細な表示は除く。

ラ
ベ
ル

（印刷・
接着剤・
キャンペ
ーンシー
ル等を含
む）

材料・分
離適性

☆ PVCを使用しない。
☆ 再生処理の比重・風選・洗浄で分離可能
な材質・厚さであること。

☆ ラベル印刷インキは、PETボトルに移行
しないこと。

☆ アルミをラミネートしたラベルは使用し
ない。

※ アルミ蒸着等を使用しないことが望まし
い。

 

剥離適
性・分離
適性

※ シュリンクラベルは、ミシン目入りであ
ることが望ましい。

※ ロールラベル・枚葉ラベル・タックラベ
ル等で接着剤等を使用してボトルに貼付
する場合は、接着剤塗布面積・量を少な
くし、手で簡単に剥離でき、ラベル片・
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アアジジェェンンダダ

l ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーー

l VViissiioonn--MMeessoo--SSeeeeddssモモデデルル

l メメゾゾレレベベルルををデデザザイインンすするるたためめのの考考ええ方方

– ラライイフフササイイククルル産産業業化化

– ラライイフフササイイククルル設設計計

– 製製品品・・ササーービビススシシスステテムム

– 循循環環ププロロババイイダダーー

– デデジジタタルルのの活活用用

l ままととめめ
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製製品品ササーービビススシシスステテムム ((PPSSSS))

A. Tukker: “Eight type of product service system: Eight way to sustainability? Experiences from SusProNet,” Business 
strategy and the environment, Vol. 13, No. 4, pp. 246-260, 2004. 
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航航空空機機エエンンジジンンののトトーータタルルケケアアササーービビスス

((RRoollllss--RRooyyccee))
l エエンンジジンンははRRoollllss--RRooyycceeののもものの
l メメンンテテははRRoollllss--RRooyycceeがが一一括括請請負負

– オオペペレレーーシショョンンデデーータタもも全全部部貰貰うう

– 修修理理にに再再生生部部品品。。性性能能保保証証ががででききれればば良良いい

l 効効率率のの良良いい飛飛ばばしし方方ののアアドドババイイスス

https://www.rolls-
royce.com/products-and-
services/civil-
aerospace/airlines/br715.aspx#
technology
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ブブリリヂヂスストトンン トトーータタルルパパッッケケーージジププラランン

hhttttppss::////ttiirree..bbrriiddggeessttoonnee..ccoo..jjpp//ttbb//ttrruucckk__bbuuss//ssoolluuttiioonn//bbuussiinneessss//iinnddeexx..hhttmmll
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アアジジェェンンダダ

l ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーー

l VViissiioonn--MMeessoo--SSeeeeddssモモデデルル

l メメゾゾレレベベルルををデデザザイインンすするるたためめのの考考ええ方方

– ラライイフフササイイククルル産産業業化化

– ラライイフフササイイククルル設設計計

– 製製品品・・ササーービビススシシスステテムム

– 循循環環ププロロババイイダダーー

– デデジジタタルルのの活活用用

l ままととめめ
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循循環環ププロロババイイダダーー

l 循循環環をを適適切切にに構構築築ししビビジジネネススととししてて成成立立ささせせるるここととがが重重要要
→→大大量量生生産産・・廃廃棄棄かからら脱脱却却ししたた価価値値づづくくりりビビジジネネスス

– だだれれががモモノノをを作作るるかかだだけけででははななくく、、誰誰がが回回すすかかもも重重要要

– もものの、、情情報報、、おお金金がが循循環環すするる仕仕組組みみをを作作るる

– 「「適適切切なな」」循循環環はは、、ああららかかじじめめ設設計計しし、、適適切切ににママネネジジメメンントトしし
なないいとと実実現現ででききなないい

» 製製品品ラライイフフササイイククルル全全般般ににわわたたるる見見ええるる化化ととリリーーンン化化

» ラライイフフササイイククルルのの見見ええるる化化、、設設計計、、分分析析、、ママネネジジメメンントトのの
統統合合的的実実施施

ここれれをを実実行行すするるののがが「「循循環環ププロロババイイダダーー」」
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誰誰がが循循環環ププロロババイイダダーーかか？？

l 循循環環をを企企画画しし、、ビビジジネネスス化化しし、、運運営営ののオオーーケケスストトレレーーシショョンンををすするる

l 材材料料メメーーカカーーででもも、、最最終終製製品品メメーーカカーー単単独独ででもも、、リリササイイククララーー単単独独でで

もも循循環環ププロロババイイダダーーににななれれそそううにになないい。。適適切切ななアアラライイアアンンススがが必必要要

– 様様々々なな専専門門家家集集団団のの巻巻きき込込みみ

l メメーーカカーーかからら？？リリササイイククララーーかからら？？ササーービビスス企企業業かからら？？

l 制制約約のの少少ななささかからら言言ううととササーービビスス企企業業主主導導？？

l 最最近近見見らられれるる循循環環ププロロババイイダダーーのの例例

– リリココーー

– ペペッットトボボトトルル ((ヴヴェェオオリリアア・・ジジャャパパンン))

– CCLLOOMMAA((JJaappaann  CClleeaann  OOcceeaann  MMaatteerriiaall  AAlllliiaannccee))

– アアミミタタ
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[htthttps://kobeplasticnext.jp/next/tsumekaepackrecycle/] 49



アアジジェェンンダダ

l ササーーキキュュララーー・・エエココノノミミーー

l VViissiioonn--MMeessoo--SSeeeeddssモモデデルル

l メメゾゾレレベベルルををデデザザイインンすするるたためめのの考考ええ方方

– ラライイフフササイイククルル産産業業化化

– ラライイフフササイイククルル設設計計

– 製製品品・・ササーービビススシシスステテムム

– 循循環環ププロロババイイダダーー

– デデジジタタルルのの活活用用

l ままととめめ
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ササププラライイチチェェーーンンががドドララスステティィッッククにに変変わわるる

l ササププラライイチチェェーーンンががCCEEにによよっっててドドララスステティィッッククにに変変わわるる
– ババーージジンン品品、、リリササイイククルル品品のの違違いいははなないい世世界界（（むむししろろ、、リリササイイクク
ルル品品がが主主、、ババーージジンン品品がが従従））

»ヴヴェェオオリリアア ポポリリママーーもも自自ららをを「「RReessoouurrcceerr」」とと呼呼んんででいいるる
»資資源源循循環環のの促促進進 vv..ss..  有有害害物物質質のの排排除除 ((ee..gg..,,  臭臭化化物物難難燃燃
剤剤))
トトレレーーササビビリリテティィ、、質質のの保保証証、、量量のの保保証証がが付付加加価価値値ササーービビススにに
ななるる。。そそれれととDDXXがが結結びびつつくく

l ももののとと情情報報をを組組みみ合合わわせせるるとと付付加加価価値値ににななるる。。正正ししいいビビジジネネスス化化のの
方方向向性性

l 逆逆にに、、首首根根っっここをを押押ささええらられれるるとと、、従従わわざざるるをを得得ななくくななるる

– cc..ff..  DDiiggiittaall  製製品品パパススポポーートト ((電電池池規規則則ななどどでで））
– cc..ff..  IISSOO  TTCC332233  PPCCDDSS  ((PPrroodduucctt  CCiirrccuullaarriittyy  DDaattaa  SShheeeett))
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旭旭化化成成、、ププララススチチッックク資資源源循循環環ププロロジジェェククトト「「BBLLUUEE  
PPllaassttiiccss」」をを日日本本IIBBMMとと開開始始

hhttttppss::////wwwwww..aassaahhii--kkaasseeii..ccoomm//jjpp//nneewwss//22002211//zzee221100552244..hhttmmll
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エエココデデザザイインン規規則則案案((11))  
l 22002222年年33月月にに「「持持続続可可能能なな製製品品（（SSuussttaaiinnaabbllee  PPrroodduucctt））ののエエココデデザザイインン規規則則」」ととししてて発発表表

l エエココデデザザイインン指指令令かかららエエココデデザザイインン規規則則にに「「格格上上げげ」」

l 適適用用範範囲囲

– 部部品品やや中中間間製製品品をを含含むむすすべべててのの物物理理的的なな商商品品（（食食品品、、医医療療機機器器ななどどはは適適用用範範囲囲外外））

» 従従来来ののエエココデデザザイインン指指令令::  電電気気電電子子製製品品対対象象

– エエココデデザザイインン：：環環境境ササスステテナナビビリリテティィのの配配慮慮をを製製品品のの性性質質おおよよびびそそののババリリュューーチチェェーーンン上上
ののププロロセセススにに組組みみ込込むむこことと（（ラライイフフササイイククルル設設計計ととママネネジジメメンントトをを明明確確にに求求めめてていいるる））

l 主主ななポポイインントト

– 従従来来ののエエネネルルギギーー効効率率、、エエネネルルギギーーララベベリリンンググ等等はは引引きき続続きき維維持持

– エエココデデザザイインンのの要要求求事事項項をを定定めめるる

– 製製品品ラライイフフササイイククルル全全体体をを通通じじたた製製造造者者にに対対すするる循循環環型型製製品品のの提提供供責責任任（（修修理理、、ササーービビ
スス・・交交換換部部品品のの提提供供義義務務、、リリササイイククルル））

– デデジジタタルル製製品品パパススポポーートト

» ババリリュューーチチェェーーンンをを通通じじたた情情報報提提供供，，EEvviiddeennccee  BBaasseedd、、トトレレーーササビビリリテティィ確確保保

» 有有害害化化学学物物質質，，カカーーボボンンフフッットトププリリンントト

» cc..ff..  IISSOO  TTCC332233  製製品品循循環環性性デデーータタシシーートト

» cc..ff..  イインンダダスストトリリーー44..00、、GGAAIIAA--XX
– ググリリーーンン調調達達へへのの適適用用

– 売売れれ残残りり商商品品をを破破壊壊すするるここととをを禁禁止止

[[多多摩摩大大 市市川川,,  22002222]] 53
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• Will allow access to product information throughout the product life 
cycle, on a need-to-know basis

• Should contain, as relevant to the product:

• For consumers: data on e.g. environmental impact, 
circularity, substances of concern

• For value retention: information to facilitate for reuse, 
remanufacturing or recycling

• For authorities: compliance information (e.g. technical 
documentation, DoC)

Digital Product Passport (DPP)
- the concept 

1122

[[経経産産省省成成長長志志向向型型のの資資源源自自律律経経済済デデザザイインン研研究究会会（（第第３３回回）） MMrr..  MMiicchheellee  GGaallaattoollaa資資料料,,  22002222]]
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[[経経産産省省成成長長志志向向型型のの資資源源自自律律経経済済デデザザイインン研研究究会会（（第第３３回回）） MMrr..  MMiicchheellee  GGaallaattoollaa資資料料,,  22002222]]

Working principles
The economic operator organise the information in his/her own web-page and store it on an own server or 
through an external service provider

Cotton grower A

Inputs

Processing

Outputs Departure Arrival

Shipping Manufacturing C (preparing, weaving, etc) Logistics Manufacturing jeans F Retailers

Local data 
storage

Track & Tracing

At
tr

ib
ut

es

DPP
registry

Only a limited amount of information (e.g., 
the identifiers) are transferred to the DPP 
registry managed by the Commission. All the 
attributes (including the more confidential 
information) remains with the economic 
operator.

1155

製製造造業業者者ののみみがが、、製製品品販販売売

時時点点ででののみみ、、デデーータタをを提提供供
すするる



CCaatteennaa--XX
l ババッッテテリリーー規規則則にに対対応応ししてて、、自自動動車車業業界界をを対対象象ととししてて、、ババッッテテ

リリーーののササププラライイチチェェーーンンををママネネジジメメンントトすするるシシスステテムム

l 当当面面ははババッッテテリリーー単単位位ででののIIDD管管理理、、そそのの後後、、セセルル単単位位ででののIIDD
管管理理

l オオーーププンン性性がが高高いい

– デデーータタモモデデルルのの定定義義がが中中心心

– オオーーププンンソソーーススソソフフトトウウェェアア

l 分分散散DDBB

l メメンンババーーシシッッププ制制、、細細かかななアアククセセスス制制御御
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[[hhttttppss::////ccaatteennaa--xx..nneett//ffiilleeaaddmmiinn//uusseerr__uuppllooaadd//VVeerreeiinnssddookkuummeennttee//CCaatteennaa--XX__OOvveerrvviieeww..ppddff]]

Example

© 2022 Catena-X or a Catena-X affiliate company. All rights reserved. 13

How Catena-X Works – GAIA-X Ready Architecture

…
…

Data Exchange Option B

Option B) Option B)

GreenToken SaaS SiGreen SaaS

Tenant     …    Tenant Tenant     … Tenant 

CSV-Upload

SME 1

SME 2

EDC

EDC
my Catena-X Cloud 
Stack

my fully-managed 
Catena-X Cloud Stack

IoT
Adapter

Data Exchange Option A

TenantTenant 

SME 1

Open Source  SaaS

IAM …IAM

No 
operational 

Data

No 
operational 

Data

Authentication
DAPS → Cust. Wallet 

Digital Twin
Registry

Semantic
Hub

Identity 
Provider …

Self-Description Hub

Portal

Marketplace
Navig., Apps, Services

Marketplace
Contracting / …

No 
operational 

Data

No 
operational 

Data

Catena-X 
Federated Operating Environment

EDC EDC

Digital Twins Digital Twins



ままととめめ

l ササスステテナナビビリリテティィととデデジジタタルル革革命命がが今今後後ののももののづづくくりりのの方方向向性性をを決決めめるる最最重重要要
なな要要因因

l 特特にに、、CCEEややCCNNはは、、市市場場競競争争のの座座標標軸軸をを変変ええててゆゆくくだだろろうう
– CCEEをを従従来来のの廃廃棄棄物物処処理理、、33RRとと同同列列にに理理解解すするるののはは危危険険
– 本本質質はは、、地地球球のの有有限限性性とと「「豊豊かかささ」」//経経済済//企企業業競競争争力力ののデデカカッッププリリンンググ

l CCEEをを実実現現すするるたためめににはは、、メメゾゾレレベベルルののデデザザイインンととオオペペレレーーシショョンンがが最最重重要要

– ラライイフフササイイククルル産産業業化化にによよるるデデカカッッププリリンンググ
– ラライイフフササイイククルル設設計計

» 製製品品ラライイフフササイイククルルのの見見ええるる化化、、設設計計、、評評価価、、ママネネジジメメンントト

– ビビジジネネススモモデデルル
» 大大量量生生産産・・廃廃棄棄かからら脱脱却却ししたたももののづづくくりりビビジジネネスス

– 循循環環ププロロババイイダダーー
– デデジジタタルルのの活活用用

l そそののたためめのの要要素素設設計計技技術術ははいいろろいいろろああるる
– 技技術術問問題題とといいううよよりりはは、、シシスステテムム化化問問題題がが重重要要
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住住宅宅業業界界へへののイインンププリリケケーーシショョンン

l ププレレフファァブブ建建築築にに対対すするる私私のの理理解解

– AArrcchhiitteeccttuurree  &&  MMoodduulleeにによよるる高高度度なな工工業業化化生生産産
l 今今後後のの方方向向性性

– ももののかからら価価値値提提供供へへ 上上記記のの発発想想をを応応用用

»ユユーーザザ中中心心思思考考
» ももののととビビジジネネススををデデカカッッププリリンンググ

– メメンンテテナナンンスス、、アアッッププググレレーードドをを入入れれななががららのの長長寿寿命命化化
ここれれがが可可能能ななののがが強強みみ

»使使用用状状態態管管理理、、寿寿命命・・劣劣化化管管理理
– アアッッププササイイククルル、、転転用用
– ササププラライイチチェェーーンン

» CCNN化化
» リリユユーースス、、リリササイイククルル前前提提
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